
令和３年度の本格的な活動に向けて 

令和３年７月２８日 

事務局長（鎌田） 

４月１４日に開催した総会において令和３年度の活動については、コロナ禍が収まらない中、８月末まで

令和 2 年度の講座開催を行い、9 月以降の令和３年度の本格的な活動については、７月か８月に受講

生にアンケートを取り具体的に計画を立てることとして、一定の整理を図りました。 

その後、講座総括担当として、作業状況のポイントの都度講師に説明をして準備作業としてテキストの見

直し作業等を進めました。そして受講生には、９月以降も引き続き受講をされることを想定して７月上旬

の各教室においてより具体的に説明を行ったところです。 

総会の議案集をベースに受講生の意向を踏まえて、９月以降の活動について次の通り提案しますから、

ご検討をお願いします。 

１． 令和２年度の残り講座の実施状況 

残り 1か月となった令和２年度の講座の受講状況は次の通りです。 

講座名 当初受講者数 修了予定者数 途中辞退者数 備 考 

橿原教室応用科 １１名 １０名 １名 森本さん 

橿原教室研修科 １４名 １４名   

宇陀教室応用科 １３名 １３名   

宇陀教室研修科 １６名 １５名 １名 山本さん 

香芝教室基礎科 １１名 １０名 １名 福元さん 

香芝教室応用科 １８名 １８名   

相 談 サ ロ ン ２２名 ２２名   

合 計 １０５名 102名 ３名  

２． 令和３年度の講座開催について 

受講生の意向調査の結果を踏まえてどのように開催すべきか悩むところですが、今年度以降の講

座開催について次の２案を提案します。本会の活動の終息に向けての基本的な考えの整理であり、

終息に向けて、受講生から、講師から、サポーターから見ていずれの案が良きかご検討をお願いし

ます。 

（１） 令和３年度の総会の考えに基づき開催する（１案） 

令和３年度の講座開催に対する基本的な考え方は、令和３年度総会において次のように整理さ

れているところです。 

(ア) 香芝教室応用科 

現在、香芝教室基礎科には１０名の方が在籍していますが、引き続き応用科に進んでい

ただけるかと思います。 

なお、開催日は、毎月、第１・第３月曜日（午前）です。 



(イ)  相談サロン及び研修科 

応用科、研修科及び相談サロンの修了生にアンケートをする際には次の通り提案します。 

① 相談サロン ⇒ 毎月、第２・第４水曜日（午後） 

② 橿原教室 ⇒ 毎月、第２・第４水曜日（午前） 

③ 宇陀教室 ⇒ 毎月、第２・第４金曜日（午後） 

⇒ 応募者多数の場合は（午前）も開催 

④ 香芝教室 ⇒ 毎月、第１・第３月曜日（午後） 

なお、具体的な開催については、各教室の応募者数及びコロナ禍の終息を考えて次の通

りとします。 

① 対面の教室開催は、コロナ禍が終息して各会場の使用方法がコロナ禍以前と同じ

条件になって初めて検討します。具体的には３密の解除であり、着席に対する条件

がなくなった時です。 

② 各教室の開催方法については応募者数により次の通りとします。 

○ １名から５名 ⇒ 開催を見送り、応募者には相談サロンの参加を推奨する 

○ ６名から１０名 ⇒ 仮にコロナ禍が終息して教室開催の条件が整っても「オンラ

イン講座」とする 

○ １１名以上 ⇒ 教室開催が可能であれば教室開催とする。 

上記の総会の考え方に基づき次表のとおり開催します。 

今年度のテキストの見直し作業においては、基礎科修了生レベルの方が再度パソコンを学ぶ際

に必要な講座内容に改め、表紙も一新したところです。 

全講座ともに同じ内容ですが、香芝教室応用科については、令和２年度の基礎科の開催が９月

からであった関係で「特別講座 年賀状の作成」を行っていないところであり、「特別講座 年賀

状の作成」を２日開催のところ３日開催とし、「Windows１０のアプリ」を２日のところを１日にし

ます。 

講座名 ２年度修了者数 参加希望者数 備 考 

橿原教室研修科 ２４名 ２３名 清水さん 

宇陀教室研修科 ２８名 ２３名 高倉ご夫婦、田中さん、馬場さん、天正さん 

香芝教室応用科 １０名 １１名 奥本さん、（参加）松本さん＆松岡さん 

香芝教室研修科 １８名 １５名 真田さん、植田さん、八尾さん 

相 談 サ ロ ン ２２名 ２２名  

合 計 １０２名 ９４名  

（注）橿原教室研修科及び宇陀教室研修科は、それぞれの応用科及び研修科修了生です。 

（２） 令和２年度の開催講座を維持する（２案） 

令和２年度の開催講座については、受講生と講師の信頼関係が厚く各講座ともに独自の講座

開催を行っており、総会でコロナ禍における講座開催について意識合わせに基づき次表の通り、

参加受講生が５名未満になるまで毎年引き続き開催する。 



コロナ禍がいつ終息するかは分かりませんが、各教室ともに対面のオンライン講座開催はなくな

るかもしれません。 

なお、講座名は、香芝教室以外は令和２年度の同じ講座名にします。 

講座名 ２年度修了者数 参加希望者数 備 考 

橿原教室応用科 １０名 １０名  

橿原教室研修科 １４名 １３名 清水さん、松井さん（？）、山本さん（・） 

宇陀教室応用科 １３名 １１名 高倉さん夫婦 

宇陀教室研修科 １５名 １２名 田中さん、馬場さん、天正さん 

香芝教室応用科 １０名 １１名 奥本さん、（参加）松本さん＆松岡さん 

香芝教室研修科 １８名 １５名 真田さん、植田さん、八尾さん 

相 談 サ ロ ン ２２名 ２２名  

合 計 102名 ９４名  

３． 活動計画及び各講座の日程について 

総会において決議されている活動計画は別紙（１）の通りです。開催講座が（２案）の場合は見直し

が必要です。 

各講座の開催日は、活動計画を前提に設定を行います。基本となる相談サロンの日程表（案）を別

紙（２）に示します。講座内容ともに確認ください。 

４． 講座運営体制について 

開催講座が（１案）の場合は、当面はオンライン講座開催であり、各講座はメイン講師、サブ講師及

び講座総括担当（相談サロンは中垣さん）の３名で担当しますが、コロナ禍終息後の対面の教室

開催における各講座の運営体制は次のとおりです。 

講座名 メイン講師 サブ講師 サポーター 

橿原教室研修科 藤崎 横尾 鎌田、中垣、野口、田中、西村、前野 

宇陀教室研修科 山下 岡田 飯田、鎌田、亀田、藤村 

香芝教室応用科 川本 横尾 鹿島、鎌田、佐藤、鈴木 

香芝教室研修科 横尾 川本 鹿島、鎌田、佐藤、鈴木 

相 談 サ ロ ン 鎌田 横尾 岡田、川本、小走、藤崎、中垣 

開催講座が（２案）の場合は、令和２年度の講師体制のままとします。 

なお、各教室の講座は、講座総担当が担当する「Windows１０の基本操作」の一部を除き、すべて

の講座はメイン講師が担当します。 

５． 令和３年度の予算案について 

上記の計画を前提にして予算案を見直しました。 

なお、令和２年度決算において多くの余剰金が出ており、一部受講生に還元をするために年間受



講料は２０，０００円とします。 

開催講座が（１案）の場合の令和３年度の予算案を別紙（３）に示します。開催講座が（２案）の場

合は講師会終了後に見直しを行いますが、ほぼ同様の予算案となります。 

６． その他 
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